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顔面麻痺には中枢性麻痺と末梢性麻痺の 2 つがあり，両者とも一般に回復は良好である

が，中には重度麻痺を残すこともある．脳卒中における顔面麻痺は中枢性麻痺であるが，

多くは保存的に治療され，また訓練法の記載は比較的少ない．しかし詳しく聞いてみると，

容貌が醜くなるという問題だけでなく「口角から食べ物がこぼれる」，「よだれが出る」，「し

ゃべりにくい」などを訴えることが少なくない． 
脳卒中による顔面麻痺の 3症例（急性例 2例，慢性例 1例）に顔面スプリントを作製し，

睡眠以外の時間は食事中も装着した。その結果，食事しやすく，話しやすくなる効果が得

られた．慢性例の 1例は発病後 17ヶ月以上経過していたにもかかわらず，麻痺の回復も得
られた． 
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